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論 文 内 容 の 要 旨 
 私は質量項の無いシグマ模型を用いてフェルミオン（核子）とボゾン（中間子）の one loop の寄与を研究した。通
常のシグマ模型は、自発的対称性の破れを引き起こすのは負の質量項であるが、私は Coleman-Weinberg の繰り込み
方法を用いることで、カイラル対称性の自発的破れを loop の寄与が引き起こす模型を考えた。質量項の無いラグラン
ジアンであることから、核子と中間子の one loop の寄与が対称的に表現される。そのため、フェルミオンとボゾンの
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る可能性があることがわかった。 
 これまでの議論は one loop の寄与について行われてきた。特に強い相互作用の模型であるので、高次の loop の寄
与を考える必要がある。そこで、Cornwall, Jackiw と Tomboulis の方法を用いて、高次の loop の寄与を、非摂動的
にかつ自己無撞着に計算する。それから得られた核子と中間子の Schwinger-Dyson 方程式は、Coleman-Weinberg
の方法を用いた one loop の結果と類似していることがわかった。また非摂動的に loop の寄与を取り入れたとしても、
ダイアグラムの観点からしても loop の寄与が負の質量項の役割を担い、さらにはフェルミオンとボゾンの相殺機構を
持っていることがわかった。 
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